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平成２８年第１回大曲仙北広域市町村圏組合議会定例会会議録

平成２８年２月２６日第１回大曲仙北広域市町村圏組合議会定例会を大仙市大曲交流センター
第１研修室に招集した。

１．平成２８年２月２６日（金）午後２時５８分 開会
１．平成２８年２月２６日（金）午後４時１３分 閉会

１．出席した議員は次のとおりである。
１番 児玉裕一 ３番 青柳宗五郎 ４番 髙橋 猛 ５番 小松栄治
６番 橋本五郎 ７番 阿部則比古 ８番 伊藤福章 ９番 大野忠夫

１０番 鎌田 正 １１番 安藤 武 １２番 澁谷俊二 １３番 大山利吉
１４番 千葉 健 １５番 八栁良太郎 １６番 熊谷隆一

計 １５名
１．欠席した議員は次のとおりである。

２番 髙橋敏英
計 １名

１．遅刻した議員は次のとおりである。
計 ０名

１．地方自治法第１２１条の規定により会議に出席した者は、次のとおりである。
管理者 栗林次美 副管理者 門脇光浩 副管理者 松田知己 消防長 三浦肇
事務局長 堂本義則 消防次長 森川正明 大曲消防署長 相馬健雄
角 館 消 防 署 長 齋 藤 榮 二 消 防 本 部 総 務 課 長 鈴 木 良 則
介護保険事務所長 藤井直樹 管理課長 伊藤忠彦 介護保険事務所副参事 久米正
管理課主席主査 奈良ルミ子 管理課主席主査 九島芳謙 管理課主査 髙橋拓樹

１．会議の書記は、次のとおりである。 管理課 髙橋拓樹

１．本会議に提出した議案は、次のとおりである。
（１）議案第１号 大曲仙北広域市町村圏組合職員定数条例の一部を改正する条例の制定に

ついて

（２）議案第２号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

（３）議案第３号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する

条例の制定について

（４）議案第４号 大曲仙北広域市町村圏組合指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

（５）議案第５号 大曲仙北広域市町村圏組合指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員

設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための

効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定

について

（６）議案第６号 大曲仙北広域市町村圏組合火災予防条例の一部を改正する条例の制定

について

（７）議案第７号 大曲仙北広域市町村圏組合行政不服審査法に基づく手数料条例の制定

について
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（８）議案第８号 行政不服審査法の全部改正に伴う関係条例の整理に関する条例の制定

について

（９）議案第９号 平成２７年度大曲仙北広域市町村圏組合一般会計補正予算（第５号）

（10）議案第10号 平成２７年度大曲仙北広域介護保険特別会計補正予算（第３号）

（11）議案第11号 平成２７年度大曲仙北広域市町村圏組合経費に係る負担金の一部変更

について

（12）議案第12号 平成２８年度大曲仙北広域市町村圏組合一般会計予算

（13）議案第13号 平成２８年度大曲仙北広域介護保険特別会計予算

（14）議案第14号 平成２８年度大曲仙北広域市町村圏組合経費に係る負担金について
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議 長 （千葉健君）

若干、定刻前ですけれども、皆様おそろいのようですので、ただ今から会議を始め

ます。皆様におかれましては足下の悪いところ、こうしてご参集いただきまして本当

にありがとうございます。

これより平成２８年第１回大曲仙北広域市町村圏組合議会定例会を開会いたしま

す。管理者の方から「招集のあいさつ」があります。お願いします。

管理者 （栗林次美君）

本日、平成２８年第１回大曲仙北広域市町村圏組合議会定例会を招集いたしました

ところ、議員各位におかれましてはご参集をいただきまして、誠にありがとうござい

ます。

今次定例会でご審議をお願いいたします案件は、条例案８件、補正予算案２件、

平成２８年度当初予算案２件及び単行案２件の合計１４件であります。

平成２８年度当初予算の総額は、一般会計と介護保険特別会計を合わせ２０４億

４７６万円で、前年度当初比較で１億２，７１１万６千円、率にして０．６３％の増

となっております。

これは、一般会計においては、消防本部・大曲消防署新庁舎の建設事業等により

消防費が約２億９，５００万円の増となりますが、総務費、衛生費、諸支出金の減な

どにより、差引で約７，３００万円の増となっております。 また介護保険特別会計

においては、制度改正により地域支援事業費は３，７００万円ほど増となったものの、

介護サービス給付費が介護報酬の減額改定によって約２千万円程度の増に押さえられ

たことなどにより、介護保険特別会計全体では５，４００万円程度の増となったもの

であります。

また、構成市町負担金につきましては、前年度当初と比較して１億９，５８２万

７千円、率にして３．８３％増の、総額５３億１，５４５万４千円となっております

が、これにつきましても、新消防庁舎の建設事業による増が主な要因であります。

この後、各案件につきまして事務局長に説明させますが、よろしくご審議のうえ、

ご承認賜りますようお願い申し上げます。

なお、本日は、元吉専任副管理者が病気療養のため欠席しておりますので、ご了承

をお願いします。

それでは、この場をお借りいたしまして、当組合の諸般の状況について報告させて

いただきます。

はじめに、消防関係についてであります。

平成２８年度の消防車両の更新につきましては、車令１６年以上経過し老朽化した

角館消防署の水槽付ポンプ車の更新と、東分署に配備されている２Ｂ型救急自動車を

高規格救急自動車に更新するための経費を計上しております。

また、今年度購入いたしましたＣＤ-Ⅰ型消防ポンプ自動車は１月２１日に大曲

消防署に配備され、車両と資機材等の訓練を終え運用されております。

次に、去る２月１０日に消防職員意見発表秋田県大会が行われ、当広域消防代表

職員が最優秀賞を受賞し、４月２２日に仙台で開催される東北大会に出場することに
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なっております。なお、秋田県大会での最優秀賞は５年連続で当広域消防が受賞して

おり、大変喜ばしく思っております。

次に、消防功労者表彰式についてであります。例年、消防記念日の前後に永年勤続

の消防職員や防火防災等でご尽力をいただいた個人及び事業所等を表彰しておりま

す。

今年度は、すでにご案内をいたしておりますとおり、３月１日大仙市大曲市民会館

小ホールを会場に開催いたしますので、議員各位のご臨席を賜りますようよろしくお

願い申しあげます。

次に、消防本部・大曲消防署新庁舎建設につきましては、過去に消防庁舎を設計し

た実績のある東北の大手業者と管内業者によるＪＶから提案書を提出させ、現在、１２

名の委員からなる指名型簡易プロポーザル審査委員会において基本設計業者の選定を

行っており、３月中に決定する予定であります。

次に斎場関係についてであります。

新たな中央斎場の稼働が開始されてから９カ月が経過しようとしておりますが、

特別大きな問題も無く順調に稼働しております。

また、これまでに他の自治体や団体から施設視察見学の依頼があり、昨年１０月に

湯沢雄勝広域市町村圏組合、１１月に大館市、今年１月にはＪＡ秋田おばこ六郷地区

女性部の視察を受け入れております。

また、遠方から車で来られる方から、場所が分かりづらいとのご意見があることか

ら、中央斎場の北西を通る県道１０号沿いの大仙市土川字沢田地内、及び県道２５２号

沿いの大楽地内の十字路に、斎場への案内看板を設置しております。

大曲西根の旧中央斎場跡地である組合有地、約４，０００平方メートルにつきまし

ては、大仙市から「将来的に当該地を市営大曲墓園の墓地区画として活用したい」旨

の要望があり、当組合では今後何らかの事業等に使用する計画がないことから、平成

２８年４月１日付けで大仙市と無償譲渡契約を締結することとしております。

次に、介護保険関係についてであります。

平成２７年１１月分データによる管内６５歳以上の第１号被保険者は、４万６，８５７

人であり、要介護認定者は９，９５４人、サービス利用者は、８，４８５人、給付額

は約１２億６０万円となっております。

前年同月と比較しますと、高齢者は６０４人、認定者は８５人、サービス利用者は

１７０人とそれぞれ増加しておりますが、給付額については平成２７年４月から施行

された報酬改定率平均マイナス２．２７％の影響を受け、約８００万円の減額となっ

ております。

次に、地域密着型サービス開設事業者の公募についてであります。

構成市町の１１月１日号の広報誌で、平成２８年度内に「定期巡回・随時対応型訪問

介護看護」と「看護小規模多機能型居宅介護」、仙北市はこれに加えて、「グループ

ホーム定員９名を２ユニット」と「小規模多機能型居宅介護」を開設する事業者の公募

を行っております。その結果、仙北市の「グループホーム」に３事業者、同じく仙北

市の「小規模多機能型居宅介護」に１事業者の申請があり、この後、申請書類の審査
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や現地調査などを行い、仙北市と協議の上、平成２８年３月に開催される地域密着型

サービス運営委員会にお諮りし、指定内示を行う予定で進めております。

次に、利用定員１８人以下の通所介護事業所についてであります。

平成２７年度の制度改正により、利用定員１８人以下の通所介護事業所は、少人数

で生活圏域に密着したサービスであることから、地域との連携や運営の透明性が必要

であり、また市町村が地域包括ケアシステムの構築を図るうえで整合性のあるサービス

基盤の整備を行う必要があるため、平成２８年４月から「地域密着型サービス」に移行

され、当組合が事業者指定や実地指導、監査を行うことになります。移行される事業所

数は、２月時点で２７事業所、利用定員は３３３人であります。

介護保険事務所では、増加する業務に対応するため、４月から保険指導班と事業

監査班を統合し、新たに指導監査班を立ち上げて、より効率的で効果的な業務が執行

できる体制を整えることとしております。

最後に社会福祉法人水交会関係であります。

かわ舟の里角間川の改築につきましては、建設用地として新たに取得する田の農地

転用申請を１月下旬に、開発行為申請を２月下旬に行っております。今後転用許可が

下り次第、地権者と売買契約を締結する予定であります。

また、基本設計につきましては、プロポーザル方式で選定しました大仙市の長岐・

秋田市の村田設計ＪＶと水交会が委託契約を締結しております。

お手元に配布しております図面のように、施設の配置計画はほぼまとまりましたが、

現在、各部屋の配置などの細かな部分について水交会を交えて協議を行っているとこ

ろであり、３月末までに完了する予定であります。

なお、本会議終了後、事務局から配付資料の説明をさせて頂きますのでよろしく

お願いいたします。

また、基本設計の成果品につきましては、来年度のできる限り早い時期に、議員の

皆様にもご説明したいと考えております。

以上、主要事業の進捗状況並びに諸般の状況をご報告申し上げましたが、今後とも

圏域住民並びに議員各位のご理解とご支援を賜りますようお願いを申し上げまして、

招集の挨拶とさせていただきます。

恐れ入ります。訂正させていただきます。構成市町負担金のところでありますが、、

構成市町負担金につきましては、前年度当初と比較して１億９，５８２万７千円、

率にして３．８３％の増、総額５３億１，５４５万６千円という数字が正しい数字で

ありますが、ここのところを間違いまして、５３億１，５４５万４千円が間違いであ

りますので、もう一度申し上げますが、総額５３億１，５４５万６千円に訂正させて

いただきます。

議 長 （千葉健君）

これより本日の会議を開きます。

欠席の届出は、２番 髙橋敏英君であります。

出席議員は、定足数に達しております。

本日の議事は「日程第１号」をもって進めます。



- 6 -

日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。

会議録署名議員は、会議規則第６７条の規定により、議長において、１５番、

八栁良太郎君、１６番、熊谷隆一君、１番、児玉裕一君を指名いたします。

日程第２「会期の決定」を議題といたします。

お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日１日といたしたいと思いますが、こ

れにご異議ありませんか。

（異議なしの声）

ご異議なしと認めます。

よって、会期は本日１日と決定いたしました。

日程第３「議長報告」。

「平成２７年度 例月出納検査結果報告書」が監査委員から提出されましたので、

これを別添お手元に配付のとおり報告いたします。

日程第４「議案第１号」を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。堂本事務局長。

事務局長 （堂本義則君）

はい、議長。

議案第１号「大曲仙北広域市町村圏組合職員定数条例の一部を改正する条例の制定

について」をご説明申し上げます。

本案は、管理者の事務部局の職員定数を４２人から３１人、消防職員定数を２６７

人から２９１人とし、組合職員全体の定数を３０９人から３２２人とする職員定数

条例の一部改正を行うものであります。

これまで、社会福祉法人水交会への派遣職員は、管理者の事務部局の管理課職員数

に含んでおりましたが、平成２６年度末をもって全員早期退職し、水交会の職員にな

ったことにより、管理課の職員数を１８人から６人とし、介護保険事務所においては

事務量の増加に対応するため、職員を増員する必要があることから２０人から２２人

に変更するなど、実情に合わせた定数とするものであります。

また、消防職員については、救急件数の増加に加え、高規格救急自動車への４名

乗車対応のほか、非番職員の拘束の解消、有給休暇取得率の向上、長期研修等による

職員不足解消、女性職員の広域的配置などを目的として策定した「消防本部職員配置

再編計画」に基づき、２４人増員するものであります。

施行日は、平成２８年４月１日からとするものであります。

以上、議案第１号をご説明申し上げましたが、よろしくご審議のうえ、ご承認賜り

ますようお願い申し上げます。

議 長 （千葉健君）

当局の説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑はございませんか。

（質疑なしの声）

質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

（討論なしの声）
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討論なしと認めます。

これより「議案第１号」を採決いたします。

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（異議なしの声）

異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

日程第５「議案第２号」、日程第６「議案第３号」の２件を一括議題といたします。

提案理由の説明を求めます。堂本事務局長。

事務局長 （堂本義則君）

はい、議長。

議案第２号「一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて」、「議案第３号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の

一部を改正する条例の制定について」の２件を一括してご説明申し上げます。

初めに、議案第２号 をご説明申し上げます。

本案は、平成２７年度人事院勧告に基づき、給料表・勤勉手当の改定を行うもので

あり、また「地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律」の施行に

伴い、等級別職務分類表を条例で規定するものであります。

はじめに給料表の改定についてであります。

平成２７年度改定としまして、民間給与との較差を埋めるため、給料表の水準を

平均０．４％引上げる改正を行うものであります。特に初任給につきましては、民間

との間に差があることを踏まえ２，５００円引き上げるものであります。

次に、勤勉手当の支給割合の改定についてであります。

平成２７年度改定としまして、一般職が年間支給月数「１．５カ月」から「０．１

カ月」引き上げて「１．６カ月」とし、再任用職員が「０．７カ月」から「０．０５

カ月」引き上げて「０．７５カ月」とするものであり、今年度は１２月支給分を引き

上げるものであります。

また、平成２８年度改定としまして、一般職及び再任用職員とも年間の支給月数に

変更はございませんが、６月と１２月の支給割合を変更するものであります。

次に、等級別職務分類表についてであります。

現在、組合の規則で定めております級別職務分類表について、「地方公務員法及び

地方独立行政法人法の一部を改正する法律」において条例で定めることとされたこと

から、条例に規定するものであります。

この改正は、公布日から施行し、平成２７年４月１日から適用することとしており、

平成２８年６月以降の勤勉手当の支給割合の変更、等級別職務分類表の規定につきま

しては、平成２８年４月１日から施行するものであります。

次に、議案第３号 についてご説明申し上げます。

本案は、当組合の専任副管理者の期末手当の支給割合を引き上げるため、条例の

一部改正を行うものであります。

当組合の専任副管理者の給与は、大仙市の常勤監査委員に合わせることとしており

ますが、大仙市において、人事院勧告に準じ引上げ改定が行われたことから、大仙市
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に倣い、期末手当の年間支給月数を「３．１０カ月」から「０．０５カ月」引上げて、

「３．１５カ月」とするものであります。

また、平成２８年度改定としまして、一般職と同様、年間の支給月数に変更はござ

いませんが、６月と１２月の支給割合を変更するものであります。

この改正も、公布日から施行し、平成２７年４月１日から適用することとし、平成

２８年６月以降の期末手当の支給割合の変更につきましては、平成２８年４月１日か

ら施行するものであります。

以上、議案第２号と議案第３号を一括してご説明申し上げましたが、よろしく

ご審議のうえ、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

議 長 （千葉健君）

当局の説明が終わりました。これより質疑を承ります。質疑はございませんか。

（質疑なしの声）

質疑なしと認めます。

これより「議案第２号」を採決いたします。

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（異議なしの声）

異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

これより「議案第３号」を採決いたします。

本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（異議なしの声）

異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

次に、日程第７「議案第４号」、日程第８「議案第５号」の２件を一括議題といた

します。

提案理由の説明を求めます。堂本事務局長。

事務局長 （堂本義則君）

はい、議長。

「議案第４号 大曲仙北広域市町村圏組合指定地域密着型サービスの事業の人員、

設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について」、

「議案第５号 大曲仙北広域市町村圏組合指定地域密着型介護予防サービスの事業の

人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための

効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定につい

て」の２件を一括してご説明申し上げます。

この２つの条例改正は、平成２８年２月５日付けで、介護保険における居宅サービス

事業所等の基準を定める国の省令が改正されたことにより、国の基準を参考として

定めている当組合条例も改正する必要が生じたものであり、議案第４号は「介護

サービス」、議案第５号は「介護予防サービス」について定めたものであります。

議案第４号につきましては、現在、秋田県に指定、指導監査の権限があります

「通所介護事業所」のうち、利用定員１８名以下の事業所が、地域密着型サービスに

移行となり、指定や指導監査を保険者である当組合が行うことになります。
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そのため組合条例に新たに、「地域密着型通所介護事業所の人員、設備及び運営に

関する基準」を加える改正を行うものであります。

また、議案第４号では「認知症対応型通所介護事業所」、第５号では、「介護予防

認知症対応型通所介護事業所」に対して、利用者、利用者の家族、地域住民の代表者、

行政職員等から構成される運営推進会議開催の義務付けを基準に追加する改正を行う

ものであります。

施行日は、２件ともに平成２８年４月１日からであります。

以上、議案第４号と議案第５号を一括してご説明申し上げましたが、よろしく

ご審議のうえ、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

議 長 （千葉健君）

当局の説明が終わりました。これより質疑を承ります。質疑はございませんか。

（質疑なしの声）

質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

（討論なしの声）

討論なしと認めます。

これより「議案第４号」を採決いたします。

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（異議なしの声）

異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

これより「議案第５号」を採決いたします。

本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（異議なしの声）

異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

次に、日程第９「議案第６号」を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。堂本事務局長。

事務局長 （堂本義則君）

はい、議長。

議案第６号「大曲仙北広域市町村圏組合火災予防条例の一部を改正する条例の制定

について」をご説明申し上げます。

本案は、「消防法施行令の一部を改正する政令」において、消火器等の設置基準の

見直しが行われたこと、また、「火気設備等に関する省令」が施行されてから１０年

以上経過しており、その間に、当初想定していなかった火気設備や火気器具が流通し

てきたことを受け、それらへの対応を図るための規定が整備されたことから、条例の

改正をおこなうものであります。

議案説明資料の９ページをご覧いただきたいと思います。

消火器等の設置基準につきましては、消防法施行令「別表第１」に規定されており

ますが、表の左側（６）項イの「病院・診療所又は助産所」が、表の右側のように、

患者を入院させる施設が有るか無いかなどによって、細分化されております。
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細分化後の設置基準では（６）項イ（１）から（３）につきましては、延べ床面積

に関係なく消火器の設置が義務づけられております。

このことから、組合条例において引用していた条項を改正するとともに、消防法

施行令と条例との整合性を図るため、（６）項イ（４）の、木造で１００㎡以上の

「患者を入院させる施設を有しない診療所又は入所施設を有しない助産所」に対し、

消火器具の義務付けを規定する改正を行うものであります。

また、関係省令が施行された１０年前に比べますと様々な火気設備や火気器具が

流通してきたことをうけ、「当該設備及び器具に係る離隔距離」に関する規定が整備

されております。

離隔距離を規定している「条例別表３」に「グリドル付きこんろ」、「電磁誘導加熱式

調理器」、ＩＨ調理器のことでありますけれども、これを追加するほか、「ドロップ

イン式」という表現を「組込型」に統一する文言の整理を行うものであります。

「グリドル付きこんろ」と「組込型」につきましては説明資料１０ページの図を

ご参照願います。

以上、議案第６号 をご説明申し上げましたが、よろしくご審議のうえ、ご承認賜

りますようお願い申し上げます。

議 長 （千葉健君）

はい。当局の説明が終了しました。これより質疑を承ります。質疑はございませんか。

（質疑なしの声）

質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

（討論なしの声）

討論なしと認めます。

これより「議案第６号」を採決いたします。

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（異議なしの声）

異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

次に、日程第１０「議案第７号」、日程第１１「議案第８号」の２件を一括議題と

いたします。

提案理由の説明を求めます。事務局長。

事務局長 （堂本義則君）

はい、議長。

「議案第７号 大曲仙北広域市町村圏組合行政不服審査法に基づく手数料条例の

制定について」、「議案第８号 行政不服審査法の全部改正に伴う関係条例の整理に

関する条例の制定について」の２件を一括してご説明申し上げます。

初めに、議案第７号をご説明申し上げます。

本案は、行政不服審査法の改正が行われ、新たな行政不服審査制度が施行されるこ

とに伴い、提出書類等の写しの交付を求める際の手数料を定める条例を新たに制定す

るものであります。
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改正前の行政不服審査法では、処分庁等から提出された書類等については、閲覧す

ることは認められておりましたが、写しの交付を請求することまでは認められており

ませんでした。今回の改正では、審査請求人が審理の際に処分庁から審理員に提出さ

れた書類の写しの交付を求めることが出来るよう改正が行われております。この改正

に基づいて当組合では手数料の額を「用紙１枚につき１０円、カラーは２０円」と

定めるものであります。

また、「経済的困難により手数料を納付する資力がないと認めるとき」には、手数料

を減免する規定も設けております。

施行日は、改正行政不服審査法の施行日に合わせ、平成２８年４月１日からとして

おります。

次に 議案第８号をご説明申し上げます。

本案は、行政不服審査法が改正され、新たな審査制度が施行されることに伴い、

同法の規定を引用している当組合条例において、文言の整理等の改正を行うものであ

ります。

対象となる条例は、情報公開条例、情報公開・個人情報保護審査会条例、個人情報

保護条例、一般職の職員の給与条例であります。

改正といたしましては、「不服申立て」を「審査請求」に改めるなどの文言の整理

を行うものであります。

施行日は、同じく平成２８年４月１日からとしております。

以上、議案第７号と議案第８号を一括してご説明申し上げましたが、よろしくご審

議のうえ、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

議 長 （千葉健君）

はい。当局の説明が終わりました。これより質疑を承ります。質疑はございませんか。

（質疑なしの声）

質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論はございませんか。

（討論なしの声）

討論なしと認めます。

これより「議案第７号」を採決いたします。

本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（異議なしの声）

異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

これより「議案第８号」を採決いたします。

本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（異議なしの声）

異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

次に、日程第１２「議案第９号」、日程第１３「議案第１０号」、日程第１４「議案

第１１号」の３件を一括議題といたします。

提案理由の説明を求めます。事務局長。
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事務局長 （堂本義則君）

はい、議長。

それでは、議案第９号と第１０号の平成２７年度２月補正予算及び議案第１１号の

組合経費に係る負担金の一部変更について、ご説明申し上げます。

議案説明資料１３ページの総括表をご覧願います。

今回の補正につきましては、一般会計では総務費、衛生費、消防費、諸支出金の減額

補正を、また介護保険特別会計では、総務費、保険給付費、地域支援事業費は減額

補正を、基金積立金と諸支出金は増額補正をお願いするものであります。２つの会計

の合計では５億１９７万６千円の減額となり、補正後の予算総額を １９９億４１３

万３千円とするものであります。

はじめに、議案第９号「平成２７年度大曲仙北広域市町村圏組合一般会計補正予算

（第５号）」についてご説明申し上げます。

補正予算書は１ページをご覧願います。議案説明資料は１４ページとなります。

今回の補正は、総務費、衛生費、消防費、諸支出金の減額補正を行うものであり、

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１億３，４２９万６千円を減額し、補正後

の総額をそれぞれ２７億５，９４９万２千円とするものであります。

予算の内容について歳入からご説明いたします。補正予算書は６ページをご覧願い

ます。

１款分担金及び負担金の事務費負担金は１００万円、斎場費負担金は１千万円、

消防費負担金は１，９００万円、民生費市町負担金は４，２０１万２千円、合わせて

７，２０１万２千円の減額であります。事務費・斎場費・消防費の３件につきまして

は、後ほど説明いたしますが、これらの負担金を財源とする歳出の減によるものであ

ります。民生費市町負担金は、低所得者の介護保険料について、当初は所得段階の

第１段階から第３段階までを軽減対象として、その軽減分を国・県・市町が負担する

こととされていたものでありますが、実際の軽減対象が第１段階のみに変更されたた

めに、市町分の負担金を法定割合で減額するものであり、３款国庫支出金８，４０２

万５千円、４款県支出金４，２０１万３千円も、同様の理由で減額するものであります。

５款財産収入は、財政調整基金の利子などで５万５千円の増であります。

６款繰入金は、介護保険特別会計から財政調整基金へ積み立てるための繰入金、

５，３１４万９千円の増であります。

７款繰越金は、１，０４５万２千円の増額であり、全額を計上したものであります。

８款諸収入、９万８千円の増は組合預金利子であります。

次に、歳出についてご説明いたします。補正予算書は９ページ、議案説明資料は

１５ページとなります。

２款総務費１項１目一般管理費は１００万円の減額であります。これは、人事院勧告

の実施に伴い、給料と期末勤勉手当の不足分の充当と、不用額が見込まれる印刷製本費

を１２８万８千円減額するものであります。

４款衛生費１項１目斎場費は１千万円の減額であります。灯油価格の下落により、

不用額が見込まれる燃料費を１千万円減額するものであります。
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５款消防費１項１目常備消防費は、人件費の補正と燃料単価の下落により燃料費を

７８０万円減額するものであります。２目施設整備費は、消防ポンプ車と高規格

救急車等の購入にかかる契約差額１７５万５千円を減額するものであります。

７款諸支出金１項１目財政調整基金費は、平成２６年度の一般会計の繰越金の残金

と介護保険特別会計からの繰入金を財政調整基金に積み立てるために６，３７５万

４千円増額することと、介護保険料公費負担金の減により、介護保険特別会計への

繰出金を１億６，８０５万円減額するものであります。

次に、議案第１０号「平成２７年度大曲仙北広域介護保険特別会計補正予算

（第３号）」についてご説明申し上げます。

補正予算書は１４ページから、議案説明資料は１６ページとなります。

今回の補正は、総務費、保険給付費、地域支援事業費は減額を、基金積立金と

諸支出金は増額をするものであり、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３億

６，７６８万円を減額し、補正後の総額をそれぞれ１７１億４，４６４万１千円とす

るものであります。

歳入からご説明いたします。補正予算書は１９ページとなります。

１款介護保険料１項１目第１号被保険者保険料は、低所得者の軽減対象者の減によ

り公費負担分が減少したことなどにより、１億３，１９８万６千円の増額であります。

２款１項１目構成市町負担金は、歳出の保険給付費や地域支援事業費、総務費等の

減額に対応して、９，９２９万６千円の減額となります。

４款国庫支出金、５款県支出金、６款支払基金交付金については、給付費と地域

支援事業費の執行見込に沿って減額するものであります。

８款１項１目介護給付費等準備基金繰入金は、当初給付財源として予定していた

繰入金が給付費の減等により不用となるため、全額を減額するものであります。

２項１目介護保険料公費負担金繰入金は、低所得者の軽減対象者の減などにより

公費負担分が減少したことにより、一般会計からの繰入金も１億６，８０５万円減額

となるものであります。

９款繰越金は３億１，５７２万９千円の増額であり、全額を計上するものであります。

１０款諸収入は、実績に基づいて９４７万２千円の増額であります。

次に、歳出についてご説明いたします。補正予算書は２４ページをご覧願います。

１款総務費１項１目一般管理費は１８２万５千円の減額です。これは、人事異動に

伴う人件費の減額と、郵便料を増額するものであります。

３項１目介護認定審査会費は、認定申請件数の減により認定審査会委員報酬を

１０２万円減額し、２目認定調査等費も嘱託職員の退職に伴う賃金や主治医意見書

作成手数料等、合わせて４８０万円を減額するものであります。

２款１項介護サービス等諸費は介護報酬減額改定による実績見込みで７億１，６０３万

２千円を減額し、４項特定入所者介護サービス等費と５項高額医療合算介護サービス

等費は、見込みに合わせ増額するものであります。

３款１項地域支援事業費は、構成市町等に委託している各種事業の実績が見込みよ

り少なかったこと等により２，８７９万８千円を減額するものです。
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５款１項１目介護給付費等準備基金積立金は、繰越金に含まれている平成２６年度

の保険料や基金利子などを準備基金に積み立てるため１億８，２２７万５千円を増額

するものであります。

７款１項２目償還金は、２６年度の介護給付費及び地域支援事業費の確定によって

生じる国・県への返還金を予算措置する他、２項繰出金は財政調整基金へ積み立てる

ために５，３１４万９千円を増額するものであります。

続きまして、議案第１１号「組合経費に係る負担金の一部変更について」、を

ご説明いたします。議案説明資料は１９ページとなります。

ただ今ご説明をいたしました議案第９号の一般会計と第１０号の介護保険特別会計

補正予算を受けまして、事務費負担金は１００万円、斎場費負担金は１千万円、消防

費負担金は１，９００万円、民生費市町負担金は４，２０１万２千円、介護保険費

負担金については９，９２９万６千円をそれぞれ減額し、変更後の平成２７年度の

負担金総額を、大仙市３０億２，４３７万１千円、仙北市１１億４，４２１万円、

美郷町７億７，９７４万円、合計４９億４，８３２万１千円とさせていただくもので

あります。

以上、議案第９号及び第１０号の平成２７年度２月補正予算、議案第１１号組合経費

に係る負担金の一部変更についてご説明申し上げましたが、よろしくご審議のうえ、

ご承認賜りますようお願い申し上げます。

議 長 （千葉健君）

当局の説明が終わりました。これより質疑を承ります。質疑はございませんか。

（質疑なしの声）

質疑なしと認めます。

これより「議案第９号」を採決いたします。

本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（異議なしの声）

異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

これより「議案第１０号」を採決いたします。

本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（異議なしの声）

異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

これより「議案第１１号」を採決いたします。

本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（異議なしの声）

異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

次に、日程第１５「議案第１２号」、日程第１６「議案第１３号」、日程第１７

「議案第１４号」の３件を一括議題といたします。

提案理由の説明を求めます。事務局長。

事務局長 （堂本義則君）

はい、議長。



- 15 -

議案第１２号と第１３号の平成２８年度当初予算及び議案第１４号の平成２８年度

組合経費にかかる負担金について、一括してご説明申し上げます。

予算案につきましては、地方自治法第２１１条第１項の規定に基づき、当組合にお

ける一般会計と介護保険特別会計の平成２８年度当初予算について、議会の議決をお

願いするものであります。

それでは、議案説明資料の２０ページをお開き願います。

はじめに総括表をご覧願います。一般会計と介護保険特別会計を合わせた予算総額

は２０４億４７６万円となっております。

これは一般会計においては、消防本部・大曲消防署新庁舎の建設事業などで、消防費

が約２億９，５００万円の増となりますが、総務費では事務部局の退職者の減少によ

る総合事務組合費特別負担金の減、衛生費では中央斎場の移転改築事業の終了による

減、さらには低所得者の介護保険料の軽減対象者の減などにより、差引で約７，２００

万円の増となったものであります。

介護保険特別会計においては、地域支援事業費は制度改正などにより３，７００

万円ほど増となったものの、介護サービス給付費が介護報酬の減額改定によって

約２千万円程度の増に押さえられたことなどにより、約５，４００万円ほどの小幅な

伸びとなったものであります。

総額の前年度当初比較で１億２，７１１万６千円、率にして０．６３％の増となる

ものであります。

それでは、各会計ごとの主な項目について順次ご説明させていただきますが、議案

説明資料と予算書を参照しながらお聞きいただきたいと存じます。

はじめに、議案第１２号 平成２８年度大曲仙北広域市町村圏組合一般会計予算に

ついてご説明申し上げます。予算書は１ページをご覧ください。

一般会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ２９億３，４０２万６千円で、前年度

当初比較で７，２６５万６千円、率にして２．５４％の増となっております。

歳入からご説明いたします。予算書の方は６ページからとなります。

１款 分担金及び負担金は、合計で２８億３，３８０万１千円であり、一般会計

歳入総額の９６．５８％を占めております。

事務費負担金は、２７年度中の事務部局の退職者がいないため、退職にかかる総合

事務組合費特別負担金が減となることにより、約２，４００万円の減額であります。

社会福祉法人助成費負担金は、かわ舟の里角間川の改築事業により約１，０００

万円の増額となります。なお、この経費につきましては、大仙市と美郷町は広域を

通さずに水交会へ直接補助するため、仙北市分のみの計上としております。

斎場費負担金については、中央斎場移転改築事業が終了したことなどにより、前年度

より約３，４００万円減額となるものであります。

消防費負担金については、消防本部・大曲消防署新庁舎建設事業等により約２億

８，０００万円の増額となっております。

民生費市町負担金は、低所得者の介護保険料軽減分の負担金として、軽減総額の

４分の１を負担することなっており、約４，２００万円の減額であります。これは、
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前年度当初は所得段階の第１段階から第３段階までの人が軽減される予定でしたが、

その後第１段階の人しか軽減されないこととなったために、軽減対象者の減により

負担金も減額となるものであります。

予算書は７ページ、２款 使用料及び手数料は、３，２９６万９千円であります。

内訳は３斎場の使用料が２，９６８万円のほか、へい獣保冷センターの使用料・手数料

と消防の危険物貯蔵設備検査手数料であります。

予算書は８ページ、３款 国庫支出金は、介護保険料の軽減分の国庫負担金として、

軽減総額の２分の１、１，７２６万９千円を計上しております。

４款 県支出金は、介護保険料の軽減分の県負担金として、軽減総額の４分の１、

８６３万４千円と、衛生費県補助金は、休日救急医療連携事業にかかる補助金５４万

９千円であります。

予算書は１０ページ、６款 繰入金２項財政調整基金繰入金は、基金からの繰入金

１，７００万円を計上しております。

予算書は１１ページ、８款 諸収入は、２，３８０万円であります。主な内訳は、

県消防学校などへの派遣職員人件費負担金や秋田自動車道救急業務支弁金等でありま

す。

続いて、歳出をご説明いたします。議案説明資料は２１ページ、予算書は１２

ページからになります。

１款 議会費は、７０万４千円。内訳は、議員報酬と費用弁償であります。

２款 総務費の一般管理費は１億１，１４６万８千円。内訳は、人件費が９，４６２

万８千円と８４．９％を占めているほか、一般事務経費と、車令１５年、走行距離

１５万キロとなった公用車の購入費２２０万円、交流センターの広域事務局維持管理費

負担金約７９万円などであります。前年度比較で約２，３００万円の減となっている

のは、退職にかかる総合事務組合費特別負担金の減によるものであります。

予算書は１４ページ、監査委員費は、報酬や費用弁償など、１４万５千円の計上で

あります。

予算書は１５ページ、３款 民生費は３，２２４万９千円。前年度より１，１５７

万５千円の増ですが、かわ舟の里角間川の移転改築事業の増によるものです。

４款 衛生費は、１億２，６０２万５千円であります。

斎場費は、８，７９０万６千円で、前年度当初比較で４８０万１千円の減です。

燃料単価の下落による需用費の減などによるものです。

病院群輪番制事業費は、２，４８４万円で、大曲厚生医療センター、大曲中通病院、

市立角館総合病院に対する事業費補助金であります。

休日救急医療連携事業費は、６７６万７千円で、経費の主な内訳は医師の出務費や

看護師の賃金などであります。

歯科在宅当番医制事業費は、１７７万５千円で、内訳は事業運営にかかる負担金で

あります。

へい獣保冷センター費は、４７３万７千円で、内訳は収集運搬や処理委託料などの

運営費であります。
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予算書は１９ページ、５款 消防費は、２５億６，４８２万３千円で、前年度当初

比較で２億９，５０８万９千円の増となっております。

常備消防費は、２１億７，９１３万５千円で、人件費が９１．７％を占めるほか、

救急救命士４人の養成にかかる経費として９９４万１千円、燃料費や電気料、設備器機

の保守委託料等を計上しております。

予算書は２２ページ、施設整備費は１億３，３７９万４千円で、前年度当初比較で

５，４７８万２千円の増となっております。主な事業としては、中仙と西木消防分署

庁舎の増改築工事費に２，９４７万７千円、角館消防署の水槽付き消防ポンプ車購入

費に６，３００万円、東分署の高規格救急自動車購入費に３，４３０万円、消防救急

無線アナログ波停波作業委託料４１８万円などを計上しております。

新庁舎建設事業費は２億５，１８９万４千円です。２８年度は、基本設計・実施設計

業務委託料、健康増進センター・訓練塔などの解体工事費のほか、隣接する私有地の

購入費などを計上しております。

予算書は２３ページ、６款 公債費は、６，２０７万２千円であり、消防長期債に

かかる償還金であります。

予算書は２４ページ、７款 諸支出金の２項繰出金は、一般会計で収納した低所得者

の介護保険料軽減分の公費負担金３，４５３万７千円を、介護保険特別会計へ繰り出す

ものであります。

８款 予備費は、前年度同額の２００万円の計上であります。

以上が一般会計の概要でございます。

次に、議案第１３号 平成２８年度大曲仙北広域介護保険特別会計予算について

ご説明申し上げます。予算書の方は３２ページを、議案説明資料は２２ページを

ご覧願います。

予算の総額は、歳入歳出それぞれ１７４億７，０７３万４千円で、前年度当初比較

で、５，４４６万円、率にして０．３１％の増となっております。

歳入からご説明いたしますので、予算書の方は３７ページからご覧願います。

１款 介護保険料は、２９億９，２２８万円で、前年度当初比較で１億８２３万

３千円、率にして３．７５％の増であります。収納率については、現年度保険料は

９８．５％、滞納繰越分は１８．５％を見込んでおります。

２款 分担金及び負担金は、２４億８，１６５万５千円で、前年度当初比較で

５７２万２千円の増となっております。

予算書は３８ページ、３款 使用料及び手数料の２８万１千円は、介護保険料の

督促手数料等であります。

４款 国庫支出金、５款 県支出金、６款 支払基金交付金につきましては、歳出

２款 保険給付費、３款 地域支援事業費、４款 民生費に対し、それぞれ法定割合に

よって算出される負担金、補助金、交付金であります。

予算書は４０ページ、８款 繰入金は、１億９，４１７万４千円であり、内訳は

介護給付費等準備基金からの繰入れが１億５，９６３万７千円、介護保険料公費負担分

として一般会計からの繰入れが３，４５３万７千円であります。
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予算書は４１ページ、９款 繰越金は、保険料の歳出還付金充当分などで、１５０

万円の計上であります。

続いて、歳出をご説明いたします。予算書の方は４３ページから、議案説明資料は

２３ページをご覧願います。

１款 総務費は、３億１，３９３万２千円であります。一般管理費は、人件費の他、

事務所の維持管理費負担金、郵便料等の事務経費で、１億８，４８０万３千円です。

賦課徴収費は、徴収員の賃金等で６２０万８千円です。介護認定審査会費は、認定

審査委員の報酬や郵便料等で２，０６１万５千円、認定調査等費につきましては、

認定調査員２名増員分の賃金や主事意見書作成手数料などにより、１億２３０万６千

円の計上であります。

予算書は４６ページ、２款 保険給付費は、１６７億５，８１６万４千円でありま

す。前年度当初比較で２，１１８万８千円、率にして０．１３％の増となるものであ

ります。

予算書は４９ページ、３款 地域支援事業費は、３億９，１７９万２千円でありま

す。各市町へ事業委託している介護予防事業費が前年度当初より９０６万７千円増の

１億１，４７６万６千円、包括的支援事業・任意事業費が、同じく２，７４０万４千

円増の２億７，６３９万６千円です。また、住所地特例者のサービス受給費の負担金

となる総合事業費精算費として、６３万円を計上しております。

予算書は５１ページ、４款 民生費は、低所得者対策の事業交付金として３４万

２千円の計上であります。

予算書は５２ページ、７款 諸支出金は、第１号被保険者保険料還付金などの

１５０万２千円、８款 予備費については、前年度当初同額の５００万円を計上して

おります。

以上、議案第１２号及び第１３号の平成２８年度当初予算についてご説明申し上げ

ました。

引き続き 議案第１４号 平成２８年度大曲仙北広域市町村圏組合経費に係る負担金

についてご説明申し上げます。

議案説明資料の２５ページをお開き願います。

本案は、組合規約第１１条第２項の規定により議会の議決を求めるものであります。

議案第１２号と議案第１３号の平成２８年度当初予算に伴う構成市町負担金であ

り、各市町ごとの負担金額は、大仙市は 前年度当初比較で １億２，５９７万円増

の ３２億５，５６９万９千円、仙北市は 前年度当初比較で ４，５１４万３千円増

の １２億２，９５１万１千円、美郷町は 前年度当初比較で ２，４７１万４千円増

の ８億３，０２４万６千円と定めるものであります。

事務費や斎場費、民生費は減額となりますが、消防費は新庁舎建設事業により前年度

より増加しております。負担金別の内訳では、社会福祉法人助成費の、かわ舟の里

角間川の改築事業分については仙北市のみの予算計上であること、また消防費の

新庁舎建設事業については、大仙市旧保健センターの解体に関連する経費は大仙市の

単独負担であることなど、市町によって増減率に多少のばらつきがありますが、
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何とぞご理解を賜りたいと存じます。

以上、議案第１２号と第１３号の平成２８年度当初予算と、議案第１４号の平成

２８年度組合経費の負担金について一括してご説明申し上げましたが、よろしく

ご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

議 長 （千葉健君）

当局の説明が終了しました。これより質疑を承ります。質疑はございませんか。

（質疑なしの声）

質疑なしと認めます。

これより「議案第１２号」を採決いたします。

本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（異議なしの声）

異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

これより「議案第１３号」を採決いたします。

本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（異議なしの声）

異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

これより「議案第１４号」を採決いたします。

本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（異議なしの声）

異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

以上をもちまして、今期定例会の日程はすべて終了いたしました。

これにて、平成２８年第１回大曲仙北広域市町村圏組合議会定例会を閉会いたしま

す。


